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「 M o r e b i 」
再生～森田駅をミニ美術館に （もりた夢駅～冬物語2020）

生活科学学科　生活デザイン専攻　教授　 内山　秀樹生活科学学科　生活デザイン専攻　教授　 内山　秀樹

自
治
体
等
と
の
連
携
事
業

展示可能空間打ち合わせ（福井地域鉄道部） Morebi 紹介記事（日刊県民福井 2020/12/9）

作品募集のチラシを全戸に配布

　11 月 23 日（日）～ 12 月 25 日（金）まで、森田地

区文化委員会との共催で開催された「Morebi」に参画

しました。生活デザイン専攻１、２回生 22 名が出展者

として、そのうち２回生 3 名が卒業研究として企画から

実施まで中心的に取り組みました。

　当初、マイアクアでの1日開催のイベントを予定して

いましたが、コロナ禍により自粛せざるを得ない状況に

なり、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮しながら

地域課題の解決につながる企画として生まれたのがこの

企画です。

　駅をコミュニティ施設としてもっと活用したいという従

来からの課題に加え、北陸新幹線開業に伴う在来線第

３セクター化後の駅のあり方を探る社会実験としての意

義さらには、１ヶ月の展覧会にすることにより来場者を

分散させることが可能で、with コロナ下でのイベントの

あり方としても評価できるのでは？ということで、実施に

至りました。作品は駅や森田地区をテーマにしたものを

住民や森田地区にゆかりのある個人、団体から募集し、

最終的に 18 作品が駅の内外を飾りました。

　今回の取り組みを通じて、出展した学生たちは、白

紙段階から構想し、形にすることの難しさを学びまし

た。また、中心的に関わった学生は企画を実行するた

めに必要な多くのことを学ぶとともに、連携した地元デ

ザイナーのプロの仕事を目の当たりにして大いに刺激を

受けたようでした。また、地元文化委員会からは、今

後の駅のあり方として、一つの好事例になったと評価を

いただきました。




